
起因物、事故の型：その他の用具 - 転倒の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1 7～8

開店前の売り場で、箱ティッシュの補充をしようと、キャリーに積んで

いた箱ティッシュを降ろしていた時に、バランスを崩して右膝を捻り転

倒し、打撲した。

42 80209
30～

49

1
20～

21

看板を運んでいる時に、床にあったカップマスクに左足を挟んで転倒

し、左足の甲から足首にかけて捻った。
40 170209

10～

29

1
10～

11

当社工場内において、製品のケトルが吊り下がって移動するレーンがケ

トルの色ごとに何箇所かある中で、ケトルの中間処理作業をしていた。

製品の間隔が空いたため、作業していた隣のレーンの準備をしようと移

動する際、たまたま隣から引っ張ってきて使用していたエアホースが床

から少し浮いた状態であった事に気付かず、エアホースに足を引っかけ

て転倒し、床で両膝を強打した。

57 10909
30～

49

1
10～

11

会社の作業場で品物の落ち運び移動をしていたとき、足がパレットに

引っ掛かり、手をつかず膝から床に転んでしまった。
42 10602

30～

49

1 8～9
清掃作業中の部屋の扉を開け、部屋に入る際、清掃用具が扉にひっかか

り、前に転んだ。
72 130101

300～

499

1 5～6

休憩に行く際、1Fエレベーター前でエレベーターが1Fで待機状態だっ

たので、急いで「開」ボタンを押そうと走ってしまい、走った勢いでス

リッパがもつれ、転倒した。

25 10104
500～

999

1 3～4

交通誘導警備に従事中、4tダンプを搬送する為A型バリケードを持ち上

げて脇にどかそうとした時、バリケードの脚に左足が引っかかり転倒

し、右手を路面に強打して負傷した。 痛みはあったが、なんとか勤務
66 170201

1000

～

9999



を終了し、帰宅したあとに痛みが増してきた。

1 8～9
シンクにてモップを絞る作業中、絞ったモップに、立てかけていたモッ

プで足をとられて転んだ。
77 150101 ―

1
12～

13

路上において、荷物を降ろし終わり、荷台にシートをかけ荷台の右横か

ら降りようとした際に左足がシートのゴムに引っかかりバランスを崩し

て転倒し、左ひざをあおりに強打し負傷したもの

37 40301 1～9

1
20～

21

被災者は、営業所内にて箱製品の仕分けをしていた。 仕分け商品左側

に置いた空パレットに積もうと両手で商品を持ち、足を掛けたところプ

ラスチックパレットが割れバランスを崩し右肘から転倒し、強打し負傷

した。

65 50101
50～

99

1
18～

19

当社1階フロアにて出庫商品検品完了後のパレット集約時によろけてし

まい、後ろに置いてある別企業様のパレットに躓いてしまい後方へ転倒

し、左膝を着いた時に肩を痛めてしまった。

62 50101
300～

499

1
16～

17

組立場にて、弁組立部品刻印作業中、刻印用ポンチの所在を確認するた

めに洗浄室前通路を横切り、パレットに右足をのせたところ、パレット

に敷いてあるダンボールで滑り転倒した際に自分の体が足の上に乗り右

足を骨折した。

33 11301
50～

99

1
16～

17

仮詰め作業中に後ろ向きで歩いてしまい、床に置いてあったハンドリフ

トに気づかずにつまずいて転倒し、右手をついた際に骨折した。
59 10104

300～

499

1
13～

14

工場内で、トラックで運んできたパレット荷の缶蓋をローラーの上に載

せ、手で引こうとした所、何セットかの缶蓋が自分の方へ倒れてきた

為、肩で支えようとしたが重さに耐え切れず倒れてきた缶蓋が左足の上

に乗っかり、その際に自分も倒れ、腰を床に打った。

56 40301
30～

49

1
13～

14

青果作業場で、商品加工の作業中に、進路にあったコロ車に気付かず、

踏んでしまい転倒し、左足くるぶしの内側を骨折した。
56 80201

100～

299

1
16～

17

厨房内にて、冷蔵庫に果物を戻し、自身の作業場所に戻る際、置いて

あった掃除用具（ほうき）につまずき転倒し、体の右側から倒れ、右肘 70 80209 ―



を床に打ち負傷した。

1
14～

15

ホテル客室の入口清掃中、入口にスリッパ（4～5人分）があり躓き転ん

で、右肩を脱臼・骨折した。
69 150101 ―

1
10～

11

手作業エリアで移動する際、木パレットを跨ごうとして木パレットの角

に引っ掛かり躓き、手をつく前に右膝から床へ転倒した。
48 11709

300～

499

1
19～

20

荷物を運んでいる最中に荷台につまずき、受け身を取った際肩から落ち

た。
35 170209 ―

1
9～

10

構内作業場において貨物移動作業中にパレット段上で20～30kgの貨物

を移動させる際、パレットと地面の段差に気付かず足を踏み外した。
36 40301 ―

1
15～

16

台車を押して空ケースを洗浄場所に運搬中、ドアのストッパーに左足を

引っ掛けてしまい、左に半回転しながら脛部分を強打し、左腕と頭部も

打撲した。 大腿部が痛く動けない状態になり、大腿部骨折を負い、即

日入院となった。

68 170101 1～9

1
11～

12

すぐ前の駐車場に置いてある車の中に置いてある、水筒を取りに行き、

帰る途中の通路にあるパレットに足を引っかけ転倒し、左ひざより着地

した際、下のコンクリートで強く打ち、皿が割れた。 通路にパレット

を置いてあったのが原因であり、今後は通路にはパレットを置かないよ

うする。

62 10109
10～

29

1
14～

15

調理場でご飯釜（二升炊き）を両手で持って運んでいる時、足元にあっ

た発泡スチロールに躓き転倒し、右膝の部分を強打し、骨折を負った。
70 140201

10～

29

1
9～

10

配送先へ水タンクを配送して荷卸し作業中、積荷の水タンク（高さ約

2.5m）から降りる際、荷台のアオリ（荷台からの高さ約60cm）を足場

にし、アオリから荷台に降りようとして、誤って荷台に載せてあったリ

ン木や毛布入れの上に降りて踏みつけてしまい、負傷してしまった。

59 40301
10～

29

1
14～

15

トラックに積んでいる段ボールを降ろす際、後ろのドアを開けようとし

てつまずき、左膝を負傷した。
61 150102 ―

16～
グランドで大縄跳びをしていた子どもたちと一緒に、かけ足で放課後児



1
17

童クラブの施設玄関に向かう途中、手に持っていた大縄が足に引っか

かったことにより転倒し、左手首を強打し骨折した。

58 130201 ―

1
11～

12

高さ約70cmの鉄筋加工台の上で鉄筋を束ねているばん線を切って加工

台から下りる時、左足が引っ掛かりそのまま転倒した。
54 11209 1～9

1
21～

22

包装室で、複数ある包装機の管理作業中に、1つの機械を見ながら、別

の機械の方へ移動中、足元に置いてあるバケツに気づくのが遅れ、さっ

とに避けて足をついたが、バランスを崩し転倒、右足を負傷した。 な

お、バケツは定位置に置かれていた。

45 10109
100～

299

1
19～

20

お客様宅に配達して車に戻る途中、駐車場の入口の低めにはられていた

チェーンに引っ掛かり転倒し、胸部を強く打ちつけた。
46 40301

30～

49

1
23～

24

夜勤中に電子カルテを操作していた際、ナースコールに対応しようと立

ち上がった時、足組みをしていた右足にバーコードリーダーのコードが

引っかかり、バランスをくずし転倒し、左臀部から股関節周辺を強打し

た。

60 130101
500～

999

1 7～8
技工室のドアを開けようとした時、ほうきが倒れていたので足が引っ掛

かり、前方に倒れて左肩・両ひざを強打した。
60 130109 ―

1
16～

17

医院事業所厨房内にて、やかんに入った熱いお茶を両手に持ったまま、

靴をスリッパに替えようとした時、ズボンの裾を踏んでしまい、転倒し

て熱いお茶がかかり、右腕・右手首・額を火傷した。

68 80209 ―

1
15～

16

作業説明の際、二階倉庫に向かう必要があったので、二階倉庫に職場の

社員と向かった。 説明が終わり倉庫から出て階段を下りる際、後ろを

向いて社員に話しかけたとき、一瞬脇見をしてしまったため、階下の床

にあったパレットに躓き転倒し、手をつき骨折した。 パレットは高さ

15㎝で階段幅より広く階段との間隔は25㎝程だった。

54 170101 ―

1 0～1

パチンコ店内で閉店後の清掃作業中、パチンコ台を拭く作業を行うため

雑巾を両手に持ち移動中、床にポスターが置いてあることに気付かず、

ポスターを右足で踏んでしまいポスターが滑り、右ななめ前に転倒した
43 150101

100～

299



際に右手をつき右手首を骨折した。

1 6～7

荷捌場にてオイル（ペール缶）の仕分け作業中、荷物を持ってパレット

から下りる際、右足が溝にはまり転倒し、右足首を捻挫した。 本人の

判断により、可能な範囲の作業で勤務していたが、足に負担がかかり悪

化した。

39 40301
30～

49

1
14～

15

ネギ調整作業場にてネギ調整が終わったケースを持ち運び中、ゴミ入れ

のケースに足を入れて滑り、左足を捻挫し、左手親指付け根を打撲し

た。

67 60101
10～

29

2 15~16

被災者は当社の運転手であるが、事故当時、荷主先の工場敷地内に於い

て、2tトラックにコンクリート製品を荷積みし、地面（アスファルト）

に立ち、荷締め作業をしていた時、突然ロープが破断し、力を込めてい

た為勢い余り後方へ転倒し、後頭部を強打し負傷したものである。

53 40301
10～

29

2 16~17

エココテージの浴槽清掃を終えて、浴室から出ようとした時、敷いて

あった雑巾に左足をついた拍子に足を滑らせ転倒し、左肩から床に落ち

骨折した。

62 150101
30～

49

2 18~19
積み込み作業中、製品が積載してあるラックに躓き転倒し、製品に顔を

打ちつけ左頬骨を骨折した。
50 40301

50～

99

2 12~13

職員駐車場に歩道との境に設置されているロープをまたごうとしてロー

プが足に引っかかり駐車場側に倒れた時に、身をかばった右手の手首を

骨折した。

53 80209
50～

99

2 11~12

二ヶ所ある調理場の移動時、外の木材が釘打ちされた渡り通路に敷いて

あるタンポポマット（凍結の滑り止め用）につまずいて転倒した。 軽

量の食材が入った買い物かごを持っていた為、両手が同時につかなかっ

たのだと思われる。 左側顔面と左手小指（骨折）、右肩を強打し負傷

した。 （厨房シューズを履いていた。）

66 140101
10～

29

2 15~16

休憩に入るために職場から休憩室（食堂）に向かう時に、飲食コーナー

端に置いてある子供用の椅子に躓き転倒し、左足のひざを床に強打し 64 80209
10～

29



た。

2 13~14

患者さんに用があり連絡しようと受付カウンターに入ろうとした時、手

前にあったカルテ箱に躓き転倒した。 その際カルテ箱の先にあったカ

ルテワゴン下部に右手を差し込み右上腕部を骨折受傷した。

43 130102
10～

29

2 8~9

当社工場内作業場で、製品のなめこを袋に入れるために、袋を取りに行

こうとして、なめこの入っている桶の把手についている紐に左足が引っ

掛かり、転倒し左足首にひびが入った。

65 10103
10～

29

2 22~23

被災者はフレコンが積まれたパレットを所定の場所に準備したが、他部

品の投入状態が気になり確認に行くためパレット横を通過しようとした

ところ、パレットの角に右足を引っ掛けて転倒した。 転倒の際、咄嗟

に左手をついて全体重が掛かり左手を負傷した。 同時に右膝を床面に

強打し負傷した。

59 10901
100～

299

2 13~14
当社作業場内にて、台車を移動させる際に、誤ってパレットの角に接触

し転倒した。 右目付近を台車に強打した。
62 11502

30～

49

2 10~11

第二ライン前処理工場にてコンテナーバックを洗う作業でコンテナー

バックがいくつも床に並んでいてそのコンテナーバックに足をひっかけ

転倒してしまった。 転倒した際、床のコンクリートに胸を打ちつけ

た。

41 11709
50～

99

2 22~23

路上において、建設用重機の搬送作業を行っていた。 被災者が重機

（切削機）をトラックに積み、荷締めをしていた時、レバーブロックが

急に解放状態となってしまった。 その反動で後方に転倒し左胸部を強

打した。

52 40301
10～

29

2 23~24

店内にて下げ膳作業中、店内厨房とホールの境目で、トレーを持ったま

ま厨房出入り口で水に濡れたマットに引っ掛かり転倒し、トレーに載せ

ていた什器が割れてその上に前かがみで倒れたため、左目の眉下部分を

破片で切ってしまい負傷した。

59 140201
10～

29

事務所より、お客様が忘れ物をしたことに気が付き、慌てて呼び止めよ



2 19~20
うと駆け出した際事務所入口、玄関外マットの上で足を挫いた。 その

際、痛みはあったが、そのまま帰宅し、翌日痛みがひかず病院に行き、

アキレス腱を断裂していた。

44 40301
10～

29

2 11~12

本社商品配送プラットホームにて、樹脂パレット上に準備してあった商

品を、配送のためにトラック荷台へ積み込み作業中、足が滑り、右膝を

金属製ストッパーに強打して、負傷した。

67 80109
30～

49

2 12~13
トイレに行った帰りに横断幕を引っ張るロープと重石に左足が引っ掛か

り転倒した。
66 140302

100～

299

2 18~19

製造部1棟建屋外で、トイレに向かう途中にパレットに足を躓き頭を強

打してしまった。 （周辺が暗く地面に置いてある黒色のパレットが見

えにくかったため躓いてしまった。） 左目前頭部打撲、左目下擦り

傷。

56 10806
50～

99

2 13~14

病院内事務室にて、事務作業を終え椅子から立ち上がろうとしたとこ

ろ、隣の椅子に足を引っ掛け転倒し、右足首を捻ってしまった。 患者

を待たせしていた焦りから、本人の不注意で発生してしまった。 周囲

に視界を遮るものや事故に繋がるようなものは置いていなかった。

38 170101
100～

299

2 13~14

病院内事務室にて、事務作業を終え椅子から立ち上がろうとしたとこ

ろ、隣の椅子に足を引っ掛け転倒し、右足首を捻ってしまった。 患者

を待たせしていた焦りから、本人の不注意で発生してしまった。 周囲

に視界を遮るものや事故に繋がるようなものは置いていなかった。

38 130101

1000

～

9999

2 14~15

厨房内麺場の通路にて、スープの入ったボウル（20?位）を鍋に移し替

えようと両手で持ち運んでいる時、足元のシャール箱に足が引っ掛かり

転倒した。 転倒した際、持っていたボウルの熱いスープが体にかかり

顔面、首、両腕を火傷した。

20 140201
30～

49

2 10~11

次の製造アイテムの具材等準備時、アルコールが入った容器を取りに行

き元の場所に戻ろうとしたが、ダスターを持って行かなければいけない

事に気づき、ダスターを手に取り、振り返った際に、折り畳作業台の脚

に引っ掛かりそのまま膝から転倒した。

70 10109
300～

499



2 15~16

港自船係留地点において、船上内にて漁具の網をポンプにて洗っている

際中に水圧で網が足に絡まり、踏んでしまい転倒した。 その際、右手

より地面に着いてしまい負傷した。

75 70201 1～9

2 21~22

切物室よりウィンナーの入ったバットを持ってトッピング室へ向かう際

に切物室出入口にあった空バットに気が付かず躓き前のめりに転倒し

た。 その際に左手首を打ちつける。

61 10109
300～

499

3 14~15
工場内で資材等の片付中に床に置いてあった工具箱につまずき、資材を

持ったまま転倒し、左手首を骨折した。
30 30209 1～9

3 13~14
外売場にて、ブロックの積み込み作業中、濡れた木パレットに足を掛け

たところ、滑って右足首を捻った。
39 80209 1～9

3 12~13

利用者居室にて利用者Aをベッドに移乗させるため、電動ベッドの背も

たれの角度を変えようと枕元にあるスイッチを取りに行こうとしたとこ

ろ、ベッドのそばの椅子につまずき、両膝を床に打ちつけた。

54 130201
30～

49

3 0~1
大浴場の整理（掃除）終了後、出口に敷いてあるスノコで滑り転んだと

きに、左手を後ろにつき、左手人差し指を痛めた。
68 140101

10～

29

3 16~17
倉庫内の流れ作業でリーダーの仕事をしているため、ラインの様子を把

握するために移動中、置いてあったパレットにつまずいて転んだ。
58 170209

30～

49

3 11~12

使用済み原材料フレコン廃棄のため、リフトカーにて廃棄場に移動開始

した。 移動中に廃棄場手前で透かし木箱からフレコンが1枚落下したた

め、廃棄場約5m手前でリフトカーを停止させた後、降車して落下した

フレコン1枚を手で拾い歩いて廃棄場に移動し投棄した。 リフトカーに

戻ろうと歩き出した際、廃棄フレコンの吊り紐に足が引っ掛かり、前の

めりに左側面から転倒した。 転倒後、座り込んでいた被災者を近くに

いた2名で詰所に移動させたが、動けない状態が続いたため救急搬送し

た。

53 10905
100～

299

3 9~10 台車に左足を引っかけて転倒し、左足を骨折した。 53 170101
30～

49



3 17~18

2階フロアを通行している際に足元にあったケースに右足が躓き、転倒

しそうになった際に右手を床についたところ、右腕を負傷した。 な

お、被災者は足元にケースがあることを認識していた。

65 110101
500～

999

3 12~13

食事介助中、利用者の隣の椅子に座り介助をしながら、自身も食事を

取っていた。 椅子から立ち上がって介助し、座ろうとした際、隣に来

たヘルプの職員が椅子を移動させていたため後ろを確認せずに座ったと

ころ、座り損ねて転倒した。 転倒時、テーブルの角に後頭部、床に腰

部・臀部を強打し受傷した。

48 130109 ―

3 15~16
ダンボールを手に持って、人とすれ違う時に少し右に寄ったとき、荷物

の置いてあるパレットの端につまずき、転んで膝を打った。
70 10109

500～

999

3 17~18

請負先である構内作業所でパレット（木製）に荷卸し後、パレットに足

がはさまり転倒し、右膝を強打して負傷した。 当初は我慢していた

が、そのあと腫れ上がり、膝裏側の靭帯部分の骨を損傷していることが

分かった。

38 10902
10～

29

3 10~11

利用者用更衣室を清掃中にプラスチック製のスノコにつまずき、よろけ

て尻もちをつき、骨折した。 事故当時、丸めて保存していたスノコを

敷き直したばかりであり、弓なりになったスノコと床の間にすき間が開

いており、通常とは違う状態に気づかず、足をとられてしまった。

76 150101
100～

299

3 15~16

スキー場第5ゲレンデで、スノーリモに男性客を乗せ、滑降しはじめた

時左側のスキーが外れ、その重みで右側のスキーが折れたので、前方へ

回転して転び、左足膝の内側と右足すねを負傷した。

20 120109 1～9

3 9~10

売場で冷蔵ケースの温度チェックをしたあと作業場へ戻ってくる途中、

売場とバックヤードの間のスイングドア付近において、折り畳んで通路

わきに置いてあったグリーンマットにつまずいて転倒し、受け身を取れ

ずに左半身を床に強打した。 閉店前準備では頻繁に台車が往来するた

め、マットが汚れないように畳んであった。

67 80209
30～

49

3 10~11

出来た製品を1階の作業場に移す時に、途中にある走板の台の端に躓

き、バランスを崩し転倒した。 そのとき左膝でコンクリートの床で強 73 10903 1～9



打し、痛みが増して就業不能となった。

3 12~13

被災者が昼休憩をとる為、正面玄関横通用口より外へ出ようと高さ約30

㎝の段差を下りようとした際、段差下に子供用下駄があることに気が付

かず、右足で下駄を踏んでしまい、バランスを崩し転倒し、右足小指下

付近を骨折した。

67 140101
30～

49

3 11~12

店舗内にて食事を提供するため、出来上がった食事をのせたお盆を両手

に持ち、調理場カウンターから店内通路右側へ出ようとした時に、下駄

箱と帳場の柵にお客様が立てかけたキャリーカートがあったがお盆で見

えず、気づかないまま右足がカートの荷物に当たって体のバランスを崩

し、右足を残したまま前方に転倒し、右膝を床に打ちつけた。

52 140201
30～

49

3 9~10

弊社工場内にて、ブルーシートの上でセグメントにウレタンを塗布して

いる際、両手に道具を持ってあるいたところ、ブルーシートの隙間に足

が入ってしまい、膝から転倒し、右ひざの膝蓋骨を骨折してしまった。

61 11209
50～

99

3 11~12

サラダ用容器の準備作業中、容器を積み上げたコンテナを両手で持って

移動していた時に、足元にあったコンテナ用台車が見えず、つまずき転

倒した。 左ひざ等を床に強打したが、大丈夫だと思いそのまま作業を

続けたところ、痛みがひかず、後日に左ひざ等の打撲と診断された。

56 10109
100～

299

3 7~8

駐車場内に停めたトラックの荷室内で装備品の片付けをしている際、荷

室内に設置してあるローラーに足を取られ、後方に転倒した時に手を床

に強くつき、左手首を骨折した。

55 40301
50～

99

3 8~9

日常点検を実施後、切断作業を開始した直後、切削水量が少なかった

為、設備が停止した。 給油の為、切削油（20?缶）を両手で運搬してい

る際、床面のエアーホースに足が引っ掛かり、前のめりに転倒し、左足

を受傷した。

48 11209
30～

49

3 16~17

業務に従事中、手すき時間を利用して片付けを行う為にロッカーへ行っ

たところ、足元に置いてあるさな板につまずき転倒し、全身を強打し、

左三角骨を負傷した。

56 110101
100～

299



3 23~24
店内にて日配食品売り場より撤去作業中、社内の什器につまずき倒れ、

左足膝関節皿骨折、右手首捻挫を負った。
61 80209

10～

29

3 13~14

レジにてお客様がカートを押してレジに来たため、すぐそばに行きカー

トから買い物かごを降ろし、後ずさりで所定の位置に戻ろうとした際、

お客様のリサイクルバッグが床に落ちている事に気付かずバッグの上で

滑り、尻もちをつくように倒れた。 その際、咄嗟に左手を床についた

時に左手首を負傷した。

58 80209
30～

49

3 21~22

当社工場内にて製品梱包作業中に、梱包した製品をパレットに積もうと

した際、誤ってパレットとパレットの間に足を引っ掛け転倒し、左膝部

を強打した。

70 10805
10～

29

3 11~12
工場内で清掃作業中、パレットに躓いて右手をついて、右肩を損傷し

た。
46 80109

10～

29

3 6~7

施設内に於いて入所者のおむつ替えをしようと入室した時に、入所者が

ベッドから転落しても大丈夫な様にベッド下に置いてあったマットレス

を踏んでしまい滑って転倒した。

62 130101
100～

299

3 11~12

病室で患者様の見守中、入口ドアが開いていることに気付き、閉めよう

と移動したとき、転倒防止のため床に敷いてあった布団のシーツに足が

絡まり転倒し、壁で左肩を打った。

44 130101
100～

299

3 19~20
配達に向かう際、入り口にあったネットに気付かず躓き転倒し、左手首

を捻った。
37 40301

100～

299

3 14~15

林内にて集材機（ウインチ）の横で玉掛けワイヤー作りの作業中、追加

ワイヤーを取りに道路へ出ようとした時、集材機固定用ワイヤーに左足

を取られて転倒し、左足の膝を路肩（コンクリート）で強打した。

65 60209 1～9

3 13~14

入居者居室で、入居者のふらつきを支えるため駆け寄った。 その際に

ポータブルトイレか車イスの車輪に右足先を引っ掛け、自分が倒れそう

になり、左足を突っ張ったが捻った様になり転倒した。

57 130201
30～

49

夜勤のため出勤し、申し送りを受けるためキャスター付き椅子に腰を掛
100～



3 16~17 けた時にバランスを崩し、床に座り込んでしまった。 その後、立ち上

がることが出来ず、夜勤業務を続けられなくなった。

60 130101
299

3 14~15
補充作業中、リネン室から裏に出る時、リネン袋に引っ掛かり転倒し、

排水溝の鉄板の角で膝を打った。
45 140101

10～

29

3 14~15

客室清掃で掃除機をかけ終え、次の部屋へ移動しようと、リネン庫の横

にあるコンセントを抜こうとして、使用指定していた掃除機のコードに

足が引っ掛かり、転倒した時、壁に手をぶつけ右手を負傷した。

66 140101
30～

49

3 10~11
ヤードでコンクリートガラの破砕中、高さ30センチのロープに右足を

ひっかけ、右膝をコンクリートにぶつけた。
50 30199

10～

29

4 2～3

ホタテ養殖作業中に、パレットと呼ばれるカゴのようなものが足元にあ

るのに気付かず誤って踏んでしまい、更にパレットが海藻類にまみれて

いたため踏ん張れず、そのまま転んで右手を負傷した。

18 70209 1～9

4
13～

14

工場入口通路にて、使用済みのダンボールを壊す作業をしている時、手

では壊せなかったため足で潰そうとした時、足を滑らせ後ろに倒れそう

になり、両手をついて右手首を負傷した。

59 10104
30～

49

4
20～

21

調理麺課カット室において、カットしたゆで卵を番重（アルミ製容器）

に入れ、2段重ねで冷蔵庫に移動する際、上の番重が滑り落ちそうに

なったので、それを立て直そうとして転倒し負傷した。

67 10109
100～

299

4
15～

16

敷地内の屋外広場で行われた会社のレクリエーション行事に参加中、パ

イプ椅子に着座し居眠りをしていたときに前のめりに倒れてしまい、顔

面を地面に打ち付けて負傷した。 晴天であり、気温も約20℃と適温

だったことから、居眠りをしてしまったものと思われる。

49 11709
50～

99

4
10～

11

ホテルパンを持って作業台へ移動していたとき、厨房内パイプに気がつ

かず躓き転倒し、持っていたホテルパンで左ひじを切った。
60 80209

50～

99

4
10～

11

配達先にて車両荷台より荷卸し作業中、重量物をトラック荷台よりホー

ム上に降ろす際、破損しないようプラスチックパレットを敷き、その上

を歩いていた時にパレットのくり抜きの穴に左足を挟んでしまい、足の
58 40301

50～

99



甲を捻挫した。

4
10～

11

品物が倒れないようにゴムをかけていたが、そのゴムが切れて体に当た

り、飛ばされてしまい、隣にあったパレットに足が引っ掛かって転んで

手をついた際、左手首を骨折した。

58 11204 1～9

4
9～

10

路上にて、可燃ごみ回収作業に従事していた被災者が、ごみ回収中にカ

ラスよけネットに足が引っかかり転倒し、左足を路面に打ちつけた。
63 150102

10～

29

4
13～

14

作業場から通路に出ようとした際、ビニールカーテンの裾を踏んでしま

い脚がからまり転倒し、左手と両膝を強打した。
54 11703

300～

499

4
10～

11

お客様用休憩所にてゴールデンウィークの準備の為、高さ約1.5m、幅

2mの看板を移動させていたところ、看板の足に引っかかって転倒し

た。

70 140302
100～

299

4
14～

15

2階発送作業フロアにて、化粧品等商品のピッキング作業中、商品を積

むパレットが密集しており足を取られて転倒し、左脇下・右膝を打ちつ

ける。 転倒時、左脇下に商品の一部が突き刺さるような形になり、腫

れ・痛みがひかない状況が続いている。

56 80401
100～

299

4
17～

18

1、2歳児クラスにて保育中、床の玩具を片付けていた。 子どもの様子

に気を取られ足元にあったプラスチックチェーンに気づかず上に乗って

しまい、バランスを崩し、右ひじから床へ転倒した。 その際、手には

集めた玩具を持っていたため、右ひじで身体を支えたような体勢となっ

た。

62 130201
30～

49

4
17～

18

館内にて両手に商品を持って移動中、商品をかけるラックに左足を引っ

掛け転倒し、左膝を強打し、左膝蓋骨骨折と診断された。
47 40301

300～

499

4 8～9

工場内の作業に於いて、150tプレス機の抜きの工程で下部に落ちるスク

ラップの入るプラスチックケース（縦61.5cm×横38.5cm×高さ20cm）

を交換するため、引き出して自分のいた場所の後方へ置き、空のケース

をセットして後ろへさがった時にそのケースがある事を忘れてつまず

き、身体の左側を下にしてコンクリートの床へ転んでしまった。

45 11203
10～

29



4
14～

15

2階発送作業フロアにて、化粧品等商品のピッキング作業中、商品を積

むパレットが密集しており、足を取られて転倒し、左脇下・右膝を打ち

つける。 転倒時、左脇下に商品の一部が突き刺さるような形になり、

腫れ・痛みがひかない状況が続いている。

56 170101
50～

99

4
14～

15

利用者宅を訪問するため、マンション入り口のオートロックのインター

ホンを押し、中から応答があり鍵が開いたので入ろうとしたとき、床に

置いたかばんにつまずき転倒して右肩を強打した。

74 130201
30～

49

4
11～

12

外壁組立工程にて外壁取り付け後、定型シールの取り付け作業を行って

いた。 進行方向後ろ側の妻面の定型シールをローラーで挿入し、下部

を馴らし終わり立ち上がろうとした際に、スキットが早送りになったた

め、スキット後方へバランスを崩しスキットから床面に右足から着地

し、床面配管に右足が乗り足を捻って転倒した。

34 170101
100～

299

4
15～

16

営業所ホーム上でパレット荷物にストレッチフィルムを巻きつけていた

ところ、パレットに足を引っ掛け転倒した。 手にストレッチフィルム

を持っていたため咄嗟に手を付けず、地面に左体を打った際に負傷し

た。

55 40301
30～

49

4
12～

13

本社配送センター内の惣菜部の厨房内において床掃除作業中に、濡れた

路面を歩いていた際に転び、膝を強く地面にぶつけて膝の皿を骨折し

た。

66 80209
100～

299

4
16～

17

洗場で洗い物をしている時に、足元にあった調理機器にひっかかって倒

れ、シンクに胸を強打した。 負傷後しばらく様子をみていたが、痛み

がひどくなった。

65 150101
10～

29

4
15～

16

事業所内にて、面会に来られた家族から声をかけられ、対応しようと急

いだ拍子にバランスを崩し、椅子のキャスターにつまずいて転倒し、右

足指を骨折した。

54 130201
100～

299

4
14～

15

パン売場にてパンの商品陳列中、床に置いた2枚重なった空のパン箱に

右足がひっかかり、前向きに転倒し、右足の甲の部分を骨折した。
51 80209

50～

99



4
14～

15

店頭に作品展示中展示台の上から下に降りる為、丸いすに足をおろした

際に横滑りして落下し、左手を床で強打し、左手首粉砕骨折を負った。
55 170209 1～9

4
9～

10

健診会場において設営作業のため、倉庫からホール内に机を運び入れる

際にホールの扉（手前引の開き戸）を開けたところ、扉の先の足元に置

いてあった鞄に気付かず躓き、右足を激しく挫いて転倒した。

67 130109
500～

999

4
17～

18

建物から外に出ようと段差を降りた際、スノコが敷いてあり降りた場所

がスノコの角だったためスノコが動き、バランスを崩して左足を捻っ

た。 その直後、転倒を避けようと、右足を着いたが右足も捻り転倒し

た。

59 120109
50～

99

4
13～

14

サービスステーションの椅子に引っ掛かり転倒し、右膝を着く様にして

打ち、捻挫となった。
19 130201

30～

49

4
13～

14

ホテル2階で宴会打ち合わせ中、遊びコーナーを設け、遊具を試行した

ところ、下りる時に体重移動と遊具の動きが合わずにバランスを崩し、

後ろに転倒した。

44 140101
100～

299

4
12～

13

バス駐車場において、後方確認のため徒歩でバスの後ろのスペースへ移

動しようとしたところ、カラーコーンの土台の数センチの段差で足をひ

ねり転倒した。

51 40202
10～

29

4
17～

18

給油所内で自分の担当する車の給油を終え、精算するためにPOSに伝票

を取りに行き、伝票を持ってまた車の方へ戻っている時、POSに近い計

量機で給油中の車に差し込んであるホースをまたぐ時にホースに気づか

ず、右足を引っ掛けて転倒した。（ホースは地面に面している）

61 80204 1～9

5
10～

11

荷捌室の入荷口付近で、入荷品を冷凍・冷蔵庫に収納した後、台車を荷

捌室の定位置に置き、作業場に戻ろうと振り向いた時、脇にあった別の

台車に左足を引っ掛けバランスを崩し、顔から前方に転倒した。

42 80209
50～

99

5
16～

17

H＝GL＋約800㎜の玄関ポーチ上から、次の住戸へ移動するために、プ

ラスチック製のステップに足をかけて降りようとしたところ、プラス

チック製のステップの端を踏んだためステップから転倒し、捨てコンク
48 30201 1～9



リート上に落下転倒し、左手首を捨てコンクリートに打ちつけた。

5
10～

11

アパート外壁改修工事現場の工事状況の確認に行き、ブルーシートを畳

んでいた際にブルーシートに躓き左腕から転倒した。
67 30202 1～9

5
13～

14

派遣先の梱包室で段ボール箱作成・ラベル貼り作業中に、従業員から段

ボール箱の補充を頼まれ、1メートル前後に積み上げられた箱を両手で

持ち、床に置いてあるパレットの上に運んでいる最中、パレットとパ

レットの間の隙間に足をとられ転倒し、右手首を打撲した。

42 170101
100～

299

5
11～

12

病院内で機械浴の入浴介助清掃後、使用したデッキブラシを隣りの浴室

に返却しようと廊下に出たところ、モップの柄に引っ掛かり転倒した。
57 130101

100～

299

5
11～

12

外レジ前にて植物の水やりを行っている途中、レジにて呼ばれたため移

動しようとした際に、什器（植物を入れるカゴ）がはみ出して置いてあ

り、それに足を取られて転倒し、左手をついて負傷した。

59 80209
30～

49

5 6～7

病棟デイルームで車椅子の患者様をテーブルにつけた時、左斜め後ろに

いた患者様の入れ歯が欲しいと言うジェスチャーに対応しようと身体を

左に向け後ろへ下がろうとしたところ、テーブル席の車椅子の車輪に右

足ふくらはぎが接触し後ろへ仰向けに倒れ、後頭部を打った。

61 130101
300～

499

5
11～

12

レジカウンター内にて、清掃作業からレジ接客へ移動中、清掃用具

（箒）に足を取られ転倒したものである。 箒を立て掛けていたが、本

人の方へ倒れ足を取られた。 倒れた時にカウンターのテーブルに手を

ついたがそのまま転倒し、右肩を強打した。

49 80209
10～

29

5
9～

10

保育園ホールにて、同僚と一緒に、毛布とタオルケットの入替業務を

行っていた。 押し入れに重ねられた毛布を中段位から引っ張り出した

時、足元の布団に滑り転倒し、左足の腓骨、脛骨の2ヶ所を骨折した。

55 130201
30～

49

5
14～

15

当該事業所12階客室廊下にて、客室清掃業務に従事していた被災者は、

客室よりダストリネン類を回収しエレベーターホールへ運ぶ際、垂れ下

がったシーツが足元に絡まりバランスを崩し、エレベーターホールの扉

に左肩をぶつけて負傷した。

64 150101
50～

99



5 8～9
作業現場の6F事務所内において、掃除機を片付ける時、右足が掃除機の

ホースに乗り上げ、右足を捻った。
74 150101

100～

299

5
15～

16

終業後、厨房出入口を出て校門へ向かう際、サンダルで砂利道を走った

為、バランスを崩し右足首を外側に挫いた。
56 80209 1～9

5
14～

15

2階食堂ホール内で、食材・備品の検品の時、お客様用の椅子に足を

引っ掛けて転倒し、左足首を骨折した。
65 80409 1～9

5 5～6

積み込み時、パレットから商品を持ちトラック庫内へ進入しようとした

際、構内に設置しているフォークストッパーに右足で躓きバランスを保

つ為、躓いた右足を踏み直した際、バースパットの上を踏んでしまい、

上体がトラック庫内へ転倒して、その際に右足を捻ってしまった。

32 40301
50～

99

5 4～5

サプリメントの出荷作業をしていたところ、サプリメントの袋入れが終

了したので次の工程への移動中に、通路横に置いてあるパレットに躓い

てしまい、前のめりに転倒してしまった。 反射的に左手を地面につ

き、手首を骨折してしまった。

68 50209 1～9

5
17～

18

自社工場内にて帰宅支度中、作業台の下にあるパレットに足を引っ掛け

て体勢を崩し、受け身をとった際に痛みを感じた。
65 11209 1～9

5
11～

12

惣菜作業場にて床の清掃作業中に地面にあったホースの上を通行する

際、左足で跨いだ後、他者が持ち上げて浮いたホースに右足が引っ掛か

り転倒した。

55 80209
50～

99

5 5～6
支社へ行き、戻ろうとしたところ、足元のパレットとパレットの間に足

が挟まり転倒し、左膝と両手をつき手首を捻った。
57 80109

100～

299

5
9～

10

荷卸先の駐車場で、パレットの積み替え作業中、PPバンドに足を引っ掛

け荷物を持ったまま転倒して左足を痛めた。
64 40301 1～9

5 8～9

デイサービス利用者のお迎え時、駐車場に停めたリフトカーの上主席に

利用者の乗り込み介助をした。 助手席に座られた利用者に、車外から

シートベルトを装着しようとした時、（リフトカーの助手席が高いた

め、踏み台（高さ25㎝程）を使用するが、踏み台を置いた場所が少し斜
53 130201

30～

49



めになっていたため、踏み台が傾き、バランスを崩し）右足が踏み台か

ら外れ、地面に着いた際、足首をぐねって、後方に転んでしまった。

5 8～9
クリーニング工場内で、洗濯物を掛けるゼットバーの下を潜ろうとして

跨いだ時に、足が引っ掛かり転倒し、左足膝の皿を割った。
55 11703

10～

29

5 3～4
パンの仕分け作業のため移動している時、他の作業で使用するリフター

が上がっているのに気付かず、足をぶつけて右肩より転倒した。
54 170209

100～

299

5
15～

16

水産売場で、値札がついていない魚のパックがあったので両手に持ち、

作業場に報告しようとした際、入口に敷いてあった吸水マットで足を滑

らせて転倒し、腰を強打して圧迫骨折した。

56 80201
300～

499

5
11～

12

当社事務所において、売店（コーナー）で販売している商品の状況をパ

ソコンに入力する作業（商品管理）を始めようとした。 椅子（キャス

ター付き）の背凭れを持ち椅子を引き、腰掛けようとした。 背凭れか

ら手を放し腰を下ろしている時に、膝の裏が椅子に触れキャスターが動

いて椅子の位置（座面）が少しずれてしまい、床面に尻もちをついてし

まった。

61 140101
50～

99

5
10～

11

所内で充填作業中の社員に業務連絡をする際、プラットホーム上でLPガ

ス容器をのせるコロの上に誤って足をのせ転倒し、右大腿骨を骨折し

た。

55 80204 1～9

5
14～

15

仕立工場にて魚網の仕立作業中に、仕立に使用するロープを踏み、バラ

ンスを崩して転倒し、右手を強打した。
55 80209

30～

49

5 7～8

魚網入替のため網抜きの作業中、潮の流れにより、抜いていた網が張り

物のワイヤーに掛かって非常に重くなっており、網を縛り、ローラーに

て巻き上げていた直径32㎜のロープが、その重さに耐えられず切断し

た。 次の網抜き用ロープを持って船首部へ下を向いて歩行中の当人の

頭部（ヘルメット着用）から肩の部分にかけて、切れたロープが反動で

当たり、衝撃で転倒した。 その際に頚椎捻挫と右肩を打撲し、転倒し

た時に右手中指を打撲した。

32 70201
10～

29



6 6～7

早番で出勤し、ガスコンロにやかんをかけ、湯沸かしをし、ポットに入

れようとやかんを下に置いた。 すぐにポットに入れればよかったが、

やりかけのことを思い出し、一旦カウンターの所へ歩いて移動した。

その後、元の場所に戻ろうとしたが、やかんを下に置いたことを失念し

て、足元のやかんに躓き転倒してしまった。 その際にやかんも倒れ、

中の熱湯が両足太ももと右腕にかかってしまい、火傷をした。

55 130201
50～

99

6
14～

15

窓口事務室カウンターでお客さま応対中、後方キャビネットへ書類を取

りに行こうとした際、OA機器接続ケーブルが外れていたため、右足を

ケーブルに引っかけ転倒し、負傷した。

56 110101
100～

299

6
10～

11

会社工場内において、洗濯後の包布を床に広げられた運搬用ネットの上

に置くために移動中、置いた後に戻るため歩いたところ、そのネットの

端の部分に足（運動靴）をとられて転倒し、両手、両足、頭部を負傷し

てしまったものである。

64 11703
100～

299

6
13～

14

食品会社に勤務（検品・箱詰め）する被災者は、災害当日、通常通り、

検品・箱詰め作業を行っていた。 箱を取ろうと後を向いた時に、箱の

下に敷いてあるパレットに躓いてしまい、左手を地面について、倒れて

しまった。 その結果、左手首骨折という怪我を負ってしまった。

62 10109
50～

99

6
9～

10

当社作業場内にて積み替え作業中、荷物が高く積まれていた為、手前に

パレットを敷き作業を行っていた時、誤って足を踏み外し転倒した際、

左第五趾を負傷した。 （安全靴を履いて作業を行っていた。）

62 50101
10～

29

6
9～

10

草刈り作業の為に、作業現場に到着し、車両の荷台に乗って、作業用具

の積み下ろしを行っていた際、荷台の上で用具に躓いてしまい、体のバ

ランスを崩し転倒してしまい、その際に荷台の一部に右肩を強くぶつけ

負傷したものである。 尚、当日は痛みがあったものの、そのまま作業

を続け、翌日に痛みが増した。

18 30199
10～

29

6 8～9

当社工場内において、作業の事前準備のためパレットを重ねる作業中、

パレットを重ねようとパレットの角に足をのせた時、バランスを崩して

踏み外し、右足を挫いたものである。

53 10602
50～

99



6
23～

24

納品先にて荷降ろしの際、上段フロアの緊締ワイヤーを荷締機で巻き

取っている際、足元にあったネットに足をとられ転倒した。
56 40301

10～

29

6
13～

14

倉庫内作業中、目の高さにある商品の詳細を確認しながら移動していた

際に、右足をパレットの角に引っ掛け、そのまま倒れこみ、右膝をパ

レットの側面の角に打ちつけてしまった。

32 170101
10～

29

6
13～

14

倉庫内にてピッキング作業中、目の高さにある商品の詳細を確認しなが

ら移動していた際に、右足をパレットの角に引っ掛け、そのまま倒れて

右膝をパレットの側面角に打ちつけてしまった。

32 40301 1～9

6
17～

18

今回の災害は、住宅新築工事現場にて発生したものである。 取引先が

工事で使用する部材（タイル接着剤）を現場にお届けした後、現場外回

りの点検・清掃を行っていた。 玄関付近を点検するため、玄関ポーチ

上に上がろうと設置してあった足場板に足を掛けたところ足場板がず

れ、バランスを崩して転倒した際、左足左腕を打ちつけた。 当日は若

干の痛みであったが、翌日になり左足が腫れて痛みが増した。

46 30309 ―

6
11～

12

構内発着ホームにて、積み卸し作業をするため車両の脇を歩行中、輪っ

か状になった梱包用のバンドが落ちていて、そのバンドが足に引っか

かったことに気付かず歩行し、そのバンドが固定されたブロックに引っ

かかり、転倒して受傷した。

62 40301
100～

299

6
20～

21

保育室内で、洗濯物を干し終わり、子ども用椅子から降りようとした

時、バランスを崩し転倒した。 その際、右手を床につき、右手首を痛

めてしまった。

58 130201
10～

29

6
13～

14

3階食堂にて食卓テーブルを移動する際、テーブルに足が引っ掛かり、

転倒した時、左膝・右手首・左瞼を床にぶつける。
65 130201

100～

299

6
18～

19

店舗ゴミ置き場入口でゴミを捨てようとしていたところ、備品置場から

通路側にはみ出したトレーに躓き、開いていたゴミ置き場のドアに左肩

をぶつけて転倒した。

64 80209
100～

299

9～
パレットに積んである荷物を積み込む時、プラスチック製の蓋をパレッ



6
10

トの下に置いたことを忘れ、その蓋の上に足を置いてしまい滑った。

その際、荷物を持っていたので膝から転んでしまった。

45 40301 1～9

6
11～

12
作業場内を歩行中、通路上にあった扇風機の足に躓いて転倒した。 39 11303

100～

299

6
11～

12

競輪場投票所内において、キャスター付の椅子に座ろうとした際、座り

損ねて転倒し、尾てい骨を強打したものである。
54 140309

50～

99

6
13～

14

本社工場1階出荷場で、両手に大きなゴミ袋を持ち、足元が見えにくい

状態でゴミ捨て場に向かっていた途中、パレットが1枚置いてあるのに

気付かなかったため、パレットの角に足が引っ掛かり転倒し、左膝を強

打し負傷した。

56 10109
100～

299

6
21～

22

調整室で作業していて、ガゼットを取りに行った時に、両側で作業して

いた間を通り抜けたところ、簡易型テーブルキャリーの脚に右足が引っ

掛かって転倒し、左肘を強打した。

51 10109
300～

499

6
13～

14

棚卸作業中、パレットの上の商品を確認する際に足を滑らせ転倒し、右

膝を負傷して救急搬送された。
21 10902

50～

99

6
10～

11

本人は、小用のため近隣のパチンコ店で用を足した後、小休止のため道

路向かいのベンチに行くため横断歩道へ向かうべく、区画ロープで囲わ

れていた空地を横断して、ロープに気付かず左足を引っ掛けて転倒し、

歩道で左肩を強打した。 診察の結果、左上腕頚部骨折が判明した。

67 30301
10～

29

6
18～

19

整理作業をしていた時、折れコン、空箱を積み上げて移動整理していた

ところ、足下の台車（鉄製ドーリー）にうっかり足を取られ、右膝から

転倒し、コンクリート床にて強打し負傷した。

59 170209
50～

99

6
14～

15

家具建具の在庫を置いている障子パレットの一番奥の障子を引き出すた

め、障子パレット上に乗り、前に積み重ねられている障子をずらそうと

して一歩後に下がったところ、思った所にパレットがなく、そのまま約

30㎝程の高さから、コンクリート床に転倒した。 着手した際に右足首

を捻り、右第5中足骨骨折となった。

54 10409
10～

29



6
16～

17

受注予定の現場調査のため敷地内に入ろうとし、閉鎖用ロープ（高さ30

㎝位）を跨ぐ際、ロープに足を絡ませて転倒した。 救急車にて病院へ

搬送され、右足首3か所骨折が判明した。

52 30309 1～9

6
11～

12

営業所の倉庫内で入荷時の検品中、パレットに足が躓き、転倒時に手を

つき、左手首を骨折した。
52 80109

30～

49

6
16～

17

店舗従業員駐車場において、駐車場に隣接している植栽の枝切作業中、

枝を集めて後方へ下がった時に、右足が車止めに引っ掛かり左側に転倒

した。 その際に左手をつき、左手首を骨折した。

60 80209
50～

99

6
16～

17

倉庫内にて、パレットに積んだ皿うどんの具材を工場へ移動させるた

め、手押し台車へ運んでいた。 積み上げられた具材を1個両手で抱え、

振りかえって移動しようとしたところ、たまたまパレットの一部が欠け

た穴に左足を落とし込み、前のめりに倒れて、左足アキレス腱を負傷し

た。

48 10109
10～

29

6
10～

11

女子更衣室にて、ロッカーの上に置いてある鍵を取ろうとしたが手が届

かず、ロッカーの上を見るため椅子（円型の直径約33㎝、高さ約42

㎝）に上ろうとした時、ロッカーに掴まっていたためロッカーが傾き、

バランスを崩して後方に転倒した。 その際、後方にあるロッカーに後

頭部を強打した。

72 130201
100～

299

7 7~8

工事のために工事用仮工場を設置、その敷地内養生シートを被せた資材

を保管していた所、工事の段取りのために養生シートを外す時に、前日

の雨でシートが濡れていたので、足を踏み入れた時に足を滑らし転倒、

左足足首を骨折。

54 30309
10～

29

7 7~8

当社定置網生け簀用の漁網片付け運搬作業中、ユニック付4tトラックへ

の積み込み作業を手伝っていたところ、網の一部に足がからまりバラン

スを崩し転倒、その際、足元にあった生け簀固定用のロープ束にて頭

部、腰背部等を強打し、脳挫傷負傷した。

78 70201
10～

29

7 15~16
自社敷地内の井戸水ポンプ場で、洗浄車に水を入れている時にホースを

踏んだ。 その時滑って足を挫いた。
31 170209

10～

29



7 13~14

室内に於いて、同僚とベッドシーツ交換作業終了のため、当該ベッド両

側ベッド柵を挿入するため、両手で当該柵を持ち上げた時バランスを崩

し転倒、当該柵の上に身体が倒れたために当該柵と床面に抜けなかった

左手を挟み負傷した。

63 130101
300～

499

7 12~13

ビジネスホテルの客室整備中にてユニットバス清掃後、床面にあったタ

オル類に足が乗ってしまい足元が滑った。 その時に転倒し、右足外側

のくるぶしを打った。 その後、作業して帰宅したが、翌日、痛みが引

かなかった。

63 150101
30～

49

7 12~13
倉庫で、荷台の片づけ時、緩衝材に足がつまずいて転倒してしまい、左

足関節外果骨折をしてしまった。
51 40301

50～

99

7 23~24

飼料製造工程中で、原料の入った2段積み重ねたメッシュコンテナを

フォークリフトで運ぶときに、積み重ね状態が少しずれたので、手でず

れを直そうとして、押したり引いたりして、誤って上下のメッシュコン

テナの間に左手中指を挟んでしまった。 タイ、永住者

49 170101
300～

499

7 12~13
公用車にて出張先から事務所への移動において、車道走行中に、走行車

線の左側民家の路肩側に衝突した衝撃で負傷したもの。
66 150101

50～

99

7 9~10

工場内トナープラント2階に弁当を配達していた際、突然爆発が起こり

火災による熱風、煙、液体を全身に被り自職場へ避難した。 その後、

目の痛み、気分が悪くなった。

66 30209 1～9

7 15~16

施設の入居者とのお茶の準備を済ませ介護スタッフ用に置かれている丸

椅子（パイプ椅子）に座ったが、座った瞬間丸椅子が不安定となり、後

ろにひっくり返り負傷した。 ソファにて休んでいたが、傷みがひかな

かった。

66 130201
10～

29

7 9~10

出勤時（タイムカード打刻後）、仕事に入る準備中、当直人のベッドの

足でつまずき左足膝を打撲、少し切れた状態となり、昼頃までに大きく

腫れた。 痛みがひどいため、昼過ぎに退勤をした。

67 80409 1～9

園行事（夏まつり）のため、玄関ホールにて作業をしていたところ、空
30～



7 16~17 になったウォータージャグを給食室に運ぶ際敷いてあったブルーシート

につまずき転倒し右肩を骨折した。

78 130201
49

7 19~20

自家用車にて出勤、事業場敷地内の駐車場に駐車し降車、事業場店舗に

走って向かったところ、事業主が敷地内で飼っている犬を犬小屋に繋い

でいるリードに右足を引っかけ転倒し、左足を負傷したもの。

47 140201 1～9

7 16~17

製剤工場内の錠剤自動選別機切替最終確認で、自動選別機の精度確認を

するため機械の正面に移動しようと体勢を変えた際、自動選別機とプリ

ンターを繋いでいる配線（コード）に右足が引っかかり、その場に転倒

した。 転倒の際、両手を床についたものの、右手に体重が掛かり手首

をひねった。

59 10803
300～

499

7 14~15
児童をプールにて遊ばせているのを監視していた際、地面に敷いてある

ビニールシートにて足を滑らせて、しりもちをつき腰を負傷した。
65 170209

10～

29

7 13~14

倉庫から農業用ハウスに肥料を運んでいる時に、通路にひいてあるビ

ニールシートが雨で濡れていて、滑って転倒した。 その際に手をひね

りトイレの壁に強くぶつけた。 尚、肥料の重量は約10kgだった。

54 60101
10～

29

7 18~19

CVT加工ラインでの作業終了時、スポットクーラーに溜まった排水（ド

レン水、ポリタンク18?入）を廃棄した後、作業場に戻ろうとした際に

足ふきマットが滑り、ポリタンクを持ったまま後方に転倒した際に右手

首を骨折したもの。

53 170101
100～

299

7 18~19

CVT加工ラインでの作業終了時、スポットクーラーに溜まった排水（ド

レン水、ポリタンク18?入）を廃棄した後、作業場に戻ろうとした際に

足ふきマットが滑り、ポリタンクを持ったまま後方に転倒した際に右手

首を骨折したもの。

53 11502
100～

299

7 18~19
2段積みされているエアコン室外機（54kg）の上段を一人で持ち上げた

際、パレットの隙間に足をとられて転倒。
31 40301

50～

99

7 10~11
工場内において座って加工の作業を行っている最中に、椅子が滑って転

倒し、腰椎及び骨盤を打撲した。
58 10309

30～

49



7 7~8

製品納入先で、荷卸しが終わり、荷台の上で片づけをしていたら、荷台

の上に置いていたパレットに気がつかず、パレットに足がつまずき転倒

して、左肘、左脇腹、腰を強打した。

37 40301
10～

29

7 12~13

青果加工場において被災者が売店の商品在庫の有無を確認するため売場

へ移動する際、加工台の横に荷物を積んだコンテナにつまずき転倒し

た。 誤って左肘を床につき、骨折した。

58 80209
50～

99

7 9~10

事業所病院内において、オムツカートを同僚1名と共に押して歩いてい

たところ、誤って、カートに足を引っかけて転倒した。 転倒する際、

右足を捻り、右大腿部を負傷した。

58 130101
100～

299

7
9～

10

工場内から外へ浮子網を運び出す作業中、ブルーシートに足を滑らせ右

膝をつき皿が割れた。 一人当たり5~6mで15㎏の重さである。
80 10309

10～

29

7
16～

17

倉庫保管の為、ダンボール梱包された製品7箱をパレットに積み、荷崩

れ防止用のラップ巻き作業を行なっていたときに、隣のパレットと隙間

が狭く、パレットの隙間に足を挟み、体勢を崩して転倒した。 転倒時

に両手でラップの芯を保持していたため、右手の拳で床をパンチする格

好となり、右手中指、薬指を負傷した。 倉庫は派遣先2名、派遣元2名

の計4名で管理しているもので、倉庫の管理は事務所で行っている。

50 11401
100～

299

7
16～

17

派遣先において、商品が積まれたパレットへのラップ巻き作業中、最後

に製品の上を覆うため隣のパレットとの間を通った際、パレットの穴

（フォークリフトの爪を差す部分）に右足が引っ掛かり転倒した。 そ

の際、ラップの芯を握ったまま右手から床に倒れたため、右手中指と環

指の第二関節辺りを負傷した。 被災当日は、痛みが治まると判断し様

子を見たが、痛みが悪化した。

50 170101
100～

299

7
11～

12

店舗農産作業場から店内売場に入るスイングドア付近において、売場点

検の際、店内に入ろうとしたところ、床に敷いてあるマットの端が浮い

ていたため、右足つま先がマットに引っ掛かり、右腕から前方に転倒

し、右胸を床に打ち負傷した。

58 80209
100～

299

規制撤去終了後、荷降ろし場（現場専用駐車帯）にて、規制材をロープ



7 5～6
で結束しているときにロープの結わきが甘く、引っ張ったときにロープ

が解け、そのはずみで尻もちをつき転倒した。 引っ張った際、手が胸

に当たり、打撲を負った。

22 170201
30～

49

7
16～

17

女子更衣室の中で立ち上がろうとしたとき、マットがずれて、そのマッ

トに躓き転倒し、肩と首を打った。
50 80209

50～

99

7
10～

11

コンプレッサー等の部品を4tトラックで引き取りに行き、荷台にコンプ

レッサー等の部品を積んで帰路の途上、荷締めが悪いことに気づき、車

を道路に止め細いロープを使用して荷締めをしていた。 その際、ロー

プが何かの角等に触れて切れてしまったため、反動で転倒し、左手を地

面につき左手首を痛めた。

59 40301
10～

29

7
9～

10

病棟の病室内で患者1名のオムツ交換を終了して動こうとしたところ、

その患者のバルーンカテーテルバッグの紐が足首に絡んでいた。 歩こ

うとした際に気付いたが転倒し、別の患者のベッドボードにぶつかり、

床に転倒して左肩を強打した。

53 130101
100～

299

7
16～

17

当社は請負業者であり、本人は請負先（顧客）である支店に警備庶務員

として勤務していた。 銀行最終点検時に、駐車場のチェーンに躓き、

業務災害となったものである。 業務終了後に病院を受診し、右顔面打

撲と診断された。

62 170201
500～

999

7
11～

12

客室前で扉を開け、しゃがんでドアストッパーを置いて立ち上がろうと

した際、閉まって来た扉のドアノブに頭をぶつけ、バランスを崩して後

方に転倒し、床に右手をつき受傷した。

60 150101
100～

299

7
11～

12

構内5階職場にてロット確認作業のため、パレットラックの間から反対

側へ回り込み、身体を反転したときに、左足がパレットラックの隙間に

挟まり、バランスを崩して転倒した。

53 40301
100～

299

7 3～4
店舗バックヤードにて酢を運んでいたとき、床のマットがめくれ上がっ

ている部分で転倒し、左足の膝に骨折を負った。
63 140201

100～

299

共選所にて、きゅうりの共選所作業中、箱（5㎏入）3個をパレットから



7
9～

10

検査台に移す際、後ろ向きに歩いてパレットから下りるときに、タイミ

ングを誤り、仰向けに転倒した。 後ろに下がったためにパレットの端

が分からず、右足をコンクリートまで踏み抜き、その段差でバランスを

崩し、仰向けに転倒したものである。

69 80109 1～9

7 8～9

出入口の清掃中、場所を移動するため掃除機の電源コードを引き抜いた

とき、足元のコードに絡まり、体勢を崩し転倒し、左足の小指を骨折し

た。

55 150101
500～

999

7
14～

15

トイレに入ろうとして、スリッパの上で滑り転倒した。 その後、他の

人がトイレに入ろうとしたときに発見し、救急搬送された。
56 130201

30～

49

7
16～

17

支店内倉庫において、通常業務である商品の整頓作業を行っていた。

商品が入った2㎏程のダンボール箱を持ち出すときに、勢いよく運んで

しまい、商品を持っていたため足元が見えづらかったことと、靴のかか

とを踏んで履いていたこともあり、所定位置に30㎝程度積み重ねていた

空きパレット2段に躓き、足元がぐらつき転倒した。 その際、パレット

の角で右太もも付け根を打ったことにより、右大腿骨頸部を骨折した。

36 80109
50～

99

7
16～

17

鮮魚売場にて、バックヤードから店内に出たとき、床に敷いてあった

マットに躓き転倒した。 その際、両手に商品を持っていたため、左足

と顔面左側を打ちつけた。

64 80209
50～

99

7 4～5

バイクで朝刊配達中、新聞をポストに入れ、バイクに戻るときにステン

レスの鎖（チェーン）を跨いだつもりが、右足に引っ掛かり、絡んで負

傷した。

56 80205
100～

299

7
17～

18

従業員駐車場からバックルームに入る外の通路で、カゴ車留めのチェー

ンを跨ごうとして、チェーンに足が引っかかって転び、右膝を打った。
65 80209

100～

299

7
15～

16

病院屋上の洗濯物干し場で、洗濯物を取り込む際、強風にあおられた大

判タオルに右足が引っ掛かり転倒し、右足小指を骨折した。
60 170101

100～

299

7
15～

16

病院屋上の洗濯物干し場で、洗濯物を取り込む際、強風にあおられた大

判タオルに右足が引っ掛かり転倒し、右足小指を骨折した。
60 170209

50～

99



7
11～

12

工場内において、壁面に設置したクーラーを高さ1mの机上に上り、清

掃作業後、床上に下りるときに足を滑らせて落下転倒し、右腰部を打撲

負傷した。

65 10309
10～

29

7
16～

17

会社倉庫内での作業時に、倉庫奥側の電気（蛍光灯）を点けようとス

イッチの場所へ行く際、荷物の置いてあるパレットの端に気付かず、そ

れに足を引っ掛けて転倒した。 その際、左足の膝を床に強く打ち、膝

の皿を骨折した。

60 170209
30～

49

7 8～9

倉庫にてダンプに仮枠（木）を乗せて、基礎工事に向かうため、ロープ

で固定しようと引っぱったときにロープが切れ、尻もちをつき負傷し

た。

28 170209 1～9

7
15～

16

集荷先構内にて、パレット積の荷物をストレッチフィルムで梱包中、躓

いて転倒し負傷した。
30 40301

50～

99

7
15～

16

トラックにて配送後、給油のため倉庫の給油場へ行き、トラックに給油

した。 回収材を積んでいたロープのゆるみが気になり、増し締めする

ためロープを引っ張ったところ、ロープが外れて後ろへ転倒し、その際

に右手を地面についた。 右手に痛みはあったが、しばらく通常の配送

を実施した。 その後も手の痛みがひかないため病院に行ったところ、

骨折が判明した。

32 40301
50～

99

7
15～

16

1階倉庫出荷ホームにて、商品をパレットに積み替え作業中、パレット

に足を掛けたところ、パレットに足が掛からず、踏み出した足を挫いて

転倒した。

39 80109
100～

299

7
14～

15

0歳児保育室で、0、1歳児が合同で午睡中に監視をしていた。 目覚めた

0歳男児を抱いてあやしているとき、もう1人目覚めた1歳児が大声で泣

いたので、慌てて抱きかかえ、両腕に二人を抱く形となった。 その形

で立ち上がったときに、床（フローリング）に敷いている畳（3畳分）

の縁に踵が躓き、尻もちをついた。

58 130201
10～

29

10～

派遣先にて商品の仕分け作業中、パレットの奥にダンボールを置き、後

ろ向きのままパレットから降りようとしたとき、左足つま先をパレット 100～



7
11 の隙間に引っ掛けてバランスを崩してしまい、右膝をパレットに打ちつ

けて痛めた。

37 170101
299

7
14～

15

デイサービスセンター内のステージで、認知予防行事として、ホワイト

ボードを利用して利用者に説明していたとき、ボードのフック部分に足

が引っ掛かり転倒し、腰を床に強打した。

59 130201
30～

49

7
9～

10

特別養護老人ホーム食堂において、エプロンを畳むためパイプ椅子に

座った瞬間、椅子が振れ、そのまま後ろに倒れ後頭部を強打し、吐き気

があり起き上がれない状態になった。 脳に異常はなかったが、脊椎を

損傷しており、入院することになった。

56 130201
50～

99

9
16～

17

クレーンのリモコンを両手で持ちながら、H鋼からトロッコに移動しよ

うと片足を乗っけた際、結束用のチェーンを踏んでしまった。 それと

同時に他の作業員がまわりの状況を確認せずにそのチェーンを引っ張っ

たため、チェーンと一緒に片足が引っ張られ転び、左大腿二頭筋を損傷

した。

45 11204
30～

49

9
15～

16

工場内に入るため、エアーシャワーを出て足洗い槽にて長靴を洗浄し、

槽から出る際に槽の縁に躓き転倒し、右肩を強打した。
66 10103

10～

29

9
12～

13

患者さんの点滴抜去後、点滴スタンドの足につまずき、その後、そばに

あった踏台に体をねじった状態で転倒し、負傷した。
71 130102

10～

29

9
13～

14

病院2階の洗濯場から台車にタオルを積んで運ぶ際に、足が台車にひっ

かかり、躓いて転倒、その際に右手を床について右手首を痛めた。
67 130101

100～

299

9
10～

11

全身に衣装を装着し、ステージショーに出演中、袖から歩いて登場する

時、客席を見ながら歩いていた為、大道具との距離感がつかめておら

ず、大道具の階段端に右足を引っ掛け、転倒し、右足甲を痛めた。 直

ぐに立ち上がり、出演を継続。 公演後にコンディショニングルームを

利用し、社内救護所を受診、病院を受診した。

39 140302
10000

～

9
18～

19

リビングにおいて、椅子に座って利用者の対応をしていたところ、利用

者から押されて椅子ごと転倒し腰を打撲した。
67 130201 1～9



9
10～

11

店内、朝の清掃後、販売スペースでお客様からの質問に対応しようと思

いお客様に近づこうとした際、店内のラグマット上で滑り、転倒した。

清掃直後でラグマットが滑りやすくなっていたのが原因だと思われる。

53 140201
10～

29

9
16～

17

病室内にて看護師業務を行っていた、車椅子乗車中の患者さんに、クッ

ションを当てようと、室内手摺りに干していたので取りにいった。 患

者さんの元に行こうとした際、ベットのストッパーに右足をひっかけて

しまい、左手を下にして横向きに転倒して受傷した。

70 130101
300～

499

9
15～

16

当社請負改修工事現場の小学校において、現場作業車が校庭を通過する

ために敷設した敷鉄板の隙間に埋めていた木の板が湿気等で反ってしま

い、敷鉄板の片側に重りがかかると反対側が浮いてしまう状態にあった

ところ、改修工事に従事するため徒歩で現場に向かう際、その浮いた木

に足を引っかけて転んだ際に手をつき骨折に至った。

44 30203 1～9

9
10～

11

客室のベッドメイク中、シーツを引っ張った際、後ろにしりもちをつい

た時に腰付近を打った。
50 150101

500～

999

9
11～

12

新築工事現場でコンクリート打設前で配筋が完了した所で、スリーブ取

付状況及び記録写真を撮影している際に配筋上を歩いた際に、鉄筋上か

ら左足を踏み外し足首をひねった。（実際は歩行中であった）

46 130201
30～

49

9
18～

19

被災労働者は、取引先で積み込みを行う為パレット上の商品が動かない

よう固定するためラップを巻く作業を行っていた。 作業スペースが少

なかったため作業をパレット上で行っていたが、作業の途中でそのパ

レットから降りようとした際に足を滑らせ転倒し左側背中をパレットに

強打し負傷した。

52 40301
10～

29

9
9～

10

朝出勤し全館管理室に事務所の鍵をとりに行くため非常口の入口へ向

かって歩いていた。 会議所は、外壁の工事中であり入口は、水道の移

設工事中だった。 入口付近において誤って工事の黄色い配線につまず

き転んでしまった。

37 120109 1～9

バイクにて朝刊配達中、南へ向かって走行し、国道沿い左手にあるガソ

リンスタンドへ新聞投函のためバイクで進入しようとしたところ、間口



9 4～5

20m程の入口に張ってあったトラロープに気付かず進行、ロープが首に

引っ掛かり、バイクごと転倒。 その際にヘルメットが脱げ、地面に頭

と左胸を打ち付け負傷した。 毎日配達している場所ではあったが、今

までロープを張っていたことはなく、又、辺りが暗かったため、ロープ

に気付かなかった。

65 80205
50～

99

9
15～

16

ミキサーボールを洗浄の為、台車に載せ右手で台車を押しながら左手で

ミキサーボールを押さえていたが、台車の車輪が床の穴にはまり、横に

あった別の台車で体を支えようとしたところ、転倒した。 その際、ミ

キサーボールと台車の間に左手親指が挟まり骨折したものである。

61 10104
100～

299

9
9～

10

当施設の脱衣場にて入所者を入浴させるため準備をしていたところ、脱

衣場に敷いてあったマットにつま先が引っ掛かり、近くに置いてあった

車いすに倒れかかるように転倒した。

73 130201
100～

299

9
21～

22

デリカ作業場にて、作業台上のラックからペーパータオルが落ちてきた

為、両手を伸ばして手で取ろうと体を左へ傾けたら、右足のつま先が作

業台下にあるダストカートに引っ掛かり、床に転倒した。

55 80209
100～

299

9
10～

11

レジカウンター内で使用済み買い物かごを避けようとしたがバランスを

崩し転倒、転倒時に右膝から転倒し半月板が割れた。
55 80209 1～9

9
9～

10

ガス導管敷設工事の現場で、規制帯設置後、4tダンプトラックを規制帯

に入場させ、定位置につけた後、運転手が4tダンプトラックから降車し

ようとして、ドア付近にあったカラーコーンに気付かず、つまずき転倒

した。

40 30199
50～

99

9
20～

21

病院内西館3階廊下にて患者に用いる容器（ガーグルベースン）を輸送

中に躓き転倒、負傷する。
59 130101

300～

499

9
12～

13

地域交流ホームにて、施設行事、運動会が開催され、大なわとび競技に

参加した時、縄に引っ掛かり転倒した際に、左足かかとを強打した時に

骨折した。

65 130201
10～

29

9
11～ ハート1F場内にて資材の運搬をしていて、死角にあったパレットにつま

50 10104
100～



12 ずき前面にたおれた、その時、右手左足と顔を打ちつけた。 299

9
14～

15

一般病棟ナースステーションで机に向かって立ち、右手に電話子機、左

手に電話番号一覧を持ち番号を確認していた時に、少し右斜め後ろで移

動したところ、丸椅子の足に右足が引っかかり後ろ向きに転倒した、床

で臀部を打撲した、その後、仙骨骨折と診断を受けた。

52 130101
100～

299

9 7～8

中央卸売市場において、活魚水槽に海水を入れるため汲み場に行き、

ホースが絡まっていたので、その絡みをとろうとホースを持って下がっ

たとき、地面にあるホースに躓き、仰向けに転倒し、後頭部を打ち負傷

した。

71 80109 1～9

9
12～

13

センターで、トラックに廃プラスチックを積み込んで荷締め作業中、ト

ラックの横に立ちロープを積んだ荷に掛けた後、強く引いて締めている

ときに、手が滑ったため勢い余って後方に倒れ込み、背中、腰、頭を強

打し被災した。

58 150103 1～9

10
10～

11

集荷場にて商品チェックの作業を完了し、次の業務へ移る際に振り返っ

たところ、後方に置いてあったカートに気付かず足首をカートに引っ掛

け転倒。 （膝→腰→右肩→背中→右手首の順に倒れ最後、後方に置い

てあった飲料ケースに頭部を打つ。） 当日は痛みを堪え作業を続けた

が、翌日迄痛みが残った。

46 170101
300～

499

10
9～

10

運搬船上でクレーンの合図中、後方に下がった際、ロープにつまずき転

倒し、右殿筋内血腫、右臀部挫傷した。
38 30111

10～

29

10
14～

15

お客様の納品スペースにて、トラックより製品2パレット内、奥パレッ

トを引き出す際、けん引棒がパレットへきちんと引っかかってなかった

為に、けん引棒が外れてしまい後ろへ転倒。 当日途中まで作業できて

いたが、夜中に激痛と腫れがあり、骨折していた。

59 10805
10～

29

10
13～

14

当社工場内にて、金属製品の板金、塗装作業中、研磨作業を終えて、脚

立から降り、後ろ向きのまま数歩下がった時、パレッタに足を引っ掛け

てつまずき、背中より転倒した。 転倒の際、両手をついたため両手首

を負傷した。

66 11401
30～

49



10 7～8

店舗内鮮魚作業場に入る際、掃除道具の水切りとモップが倒れているの

に気付かず、柄の部分につまずき右ひじより転倒し、床に強く打ちつけ

た。

65 80209
30～

49

10
19～

20

店舗用の厨房で厨房の床掃除中（デッキブラシ掛け中）に、床に置いて

あったラックに足を引っ掛けてしまい床に転倒し、その際に左足首を

捻ってしまった。

20 140201
10～

29

10 8～9

当日、事務所周りの掃除中、入口付近に落ちていたゴミを拾おうとした

とき、足もとにあった板門標用土台（高さ30cm、重さ30kg）に躓き転

倒、その際、左肩を強打し脱臼したものである。

63 80409
10～

29

10
16～

17

工場1階加工室内にて作業終了後の清掃作業中に、ギャラクシーとミン

チラインの隙間を通った際に、清掃中で床が水で濡れ滑りやすくなって

おり、又、接続配線コードに足が掛かり前向きに転倒した。 転倒した

際、右手、右肘を床についた為、右肩を脱臼し、その弾みで額を床に打

ちつけて切傷した。

67 10101
100～

299

10
17～

18

事業所内にて、カルテをバックヤードへ移動中、通路端の足元にあった

踏み台に躓き転倒した。 転倒した際、側にあった尿排水シンクに右上

腕部を強打し負傷した。

73 130102 1～9

10
10～

11

被災者は派遣先においてワインのピッキング作業に従事していた。昼食

後に喫煙室に向かおうと長椅子から立ち上がって歩き始めた際、長椅子

の脚（座席部分から15㎝程脚が飛び出ている形状）に左足を引っ掛けて

転倒し、負傷した。なお、長椅子は背中側に壁、正面にテーブルが置か

れた場所に配置されており、甲は身動きしづらい状態だった。

51 170101 1～9

10
17～

18

宴会準備中、ステージに継ぎ足してあるダックステーブルに乗ってしま

い、バランスを崩しテーブルごと転倒、首・右腕を打撲した。
38 140101

1000

～

9999

10 8～9

洗浄室にて移動式シンクにホースでお湯をためていた。 ため終わった

後にホースをしまわず作業を続けようとしてそのホースにつまずき転 68 140201
10～

29



倒、シンクで左肩を打ってしまった。 （脱臼骨折の診断を受ける。）

10
10～

11

病院で病室内にある床頭台を動かそうとした時、床頭台下部に足が引っ

掛かり転倒し、左手をついた。
55 150101

500～

999

10 4～5
トラックの荷台の中で荷物の積替作業中に、高さ10㎝のパレットの上を

歩行中、右足をパレットから踏み外して足首を骨折。
40 40301

50～

99

10
11～

12

当社工場内に於いて高さ1.8mの棚上の荷物を降ろす作業中、フォーク

リフトで棚の高さ近くに上げたパレットCの上に2人で荷物を移動してい

た際、棚上のパレットBに乗っていた被災者が、隣のパレットAに片足

を乗せた時パレットAがずれ、バランスを崩した被災者がリフトで上げ

たパレットCの縁を掴んだところに、パレットAが落下して、その間に

左手を挟まれ骨折した。棚上のパレットAは少し斜めになっていた為、

不安定な状態だった。 パレットA（鉄製）＝1.5m×1.2m、荷物＝操作

パネル（1.4m×0.4m）。

64 11109
30～

49

10
16～

17

当社工場内において、荷造りをしたカートン（30×30×20㎝・重さ15

㎏）を、パレットに積み上げる時パレットに乗った足を踏み外し荷物を

持ったまま転倒したその際、左手甲と胸を強打し負傷したもの。

57 10903 1～9

10
15～

16

台風通過後の強風時に事業場内の1F南の大扉前で、干したタオルを回収

し、両手に抱えて建物内に戻る途中、足元に置いてあった園芸用のネッ

トが強風にあおられ足に絡まり、前のめりで転倒し負傷した。

59 10805
50～

99

10
11～

12

デイサービス施設の浴室とホールの間にて、利用者を迎えに行こうと

ホールに出た時にスリッパが濡れていた事で後方へ転倒した。
49 130201

10～

29

10
19～

20

派遣先において、作業中に穴明機前から高周波焼入工程へ移動するとき

の事故。 足元に敷いてあったマットで滑り、バランスを崩し転倒した

とき、仕掛品が入っているポリ容器に背中を強打した。

37 170101
300～

499

10
15～

16

勤務店の5階にある当社の婦人服ブランド売場にて勤務中、売場の床の

凹凸部分（電気配線）に足をとられて尻もちをつく格好で転倒した。
64 170209 ―

10
17～ 店舗バックヤードにて、連絡ノートを確認している際に、誤ってパイプ

68 140201
50～



18 椅子に足を引っ掛けて転倒し左肩を強打して骨折を負った。 99

10
11～

12

検査作業現場にて、廃棄物の分別を行っていた際、納品があり受取確認

に向かう途中、疲労軽減用マットに躓き転倒した。 転倒した際に左肘

で着地したため、衝撃により、左肘関節脱臼骨折の怪我を負った。

57 11402
100～

299

10
11～

12

2階作業場において、ゲーム用ソフトのシール貼り、製品の補充が終わ

り、次にキャラメル包装を行うため、キャラメル包装工程に向かって移

動しようとしたが、足元近くに置いてあったパレットに蹴躓いて、転倒

し左足のすねを骨折した。

57 11403
50～

99

10
10～

11

4階従業員用女性トイレを清掃作業中、下駄ばきスリッパへ履き替え、

履き替え用すのこを、洗面台側から個室側へ斜めに乗り越えようとし

た。 その際、清掃用具が入っているプラスチック製のカゴを左手に

持ったまま左足がすのこの角に引っ掛かり、左手から転倒した。 カゴ

と身体の間に左手を挟み、カゴ・左手を下敷きにした状態で体重がかか

り、カゴの縁で左の掌側面を長さ5cm程切り出血した。

60 140101
500～

999

10
15～

16

小包集荷のため役所に入ろうとしたところ、入り口前の泥除けマットの

たわみに右足をひっかけ、バランスを崩し、左足の方から転倒した。

その際、左足の膝部を入り口前階段の1段目の角に激突させた。

31 110101
100～

299

10
19～

20

洗浄室にて夕食後の洗浄作業中に、持ち場から移動しようとしたとき、

床に前置きしていたホースにつまずき転倒した。
60 10109

30～

49

10
15～

16

当社フローズンセンター構内において、パレットを整理している時に、

別のパレットに足をとられ転倒した際、ポールガードに左脇腹を強打し

た。 左脇腹肋骨骨折と診断された。

62 40301
100～

299

10
13～

14

店内サービスエリアの洗い場前にて下げ物をしていた時、床に置いてあ

るマットで滑り転倒し、右肘の上下2ヶ所に骨挫傷を負った。
42 140201

30～

49

10
16～

17

集荷先に到着。 車両内にて集配機器のプリンター用紙を入れ替え降車

しようとした時にプリンターホルダーからプリンターが落下。 その上

に乗ってしまい、転倒して骨折した。

47 40301
10～

29



10
13～

14

店内サービスカウンター内で作業をするためカウンターへ入ろうとした

ところ、カウンター横のレジ前に設置していた精算済みカゴを置くため

の台に足をひっかけ転倒した。 右手首に痛み腫れが生じ、右手首3ヶ所

複雑骨折と診断される。

63 80209
30～

49

10 6～7

自社工場1階作業場で、水槽に異物が浮いていないか点検作業をしよう

としているとき、床においてある掃除用のホースにうっかりつまずいて

ころび、左足のくるぶし上部を打って骨折した。

58 80209 1～9

10
22～

23

自動車オークションの広い駐車場にて商品車の積みこみ作業を行ってい

た。 1台目の車輌を載せ、次を取りに行こうと荷台から降りるため後方

に向かって歩き、道板に左足がかかるところで右足が滑った。 雨が

降っていた状況ではないが霧がでていたこともあり転倒する勢いのまま

左足が足元の隙間に挟まった状態で倒れ込んだために負傷した。

45 40301
50～

99

10
12～

13

職場において業務遂行中ロッキングをしようとして、ロケに向かってい

る時、ロケ後方に置いてある折りたたみコンテナにつまずいて転倒し

た。 左右のひざを床に強く打ち右ひじ下を軽くすりむいた。

64 80109
300～

499

10
9～

10

エアコン定期清掃のため、事前に病室に入る旨を伝えるため、病室の患

者さんに声をかけた後病室を退室する際にベッドの角につまずき転倒。

体の左側を強打した。 MRIを撮ったところ、腰に骨折の箇所があった。

72 150101
10～

29

10
15～

16

家の建築現場で、配管のじゃまになっている仮設トイレを移動させるた

めにロープをかけて引っ張っていたら、ロープがはずれ後にころびそう

になったので、咄嗟にかばい、膝と脇腹を打った。

52 30202 1～9

11
18～

19

製品説明会を開催するため、病院駐車場に営業車を駐車し、右手にプロ

ジェクター、左手に営業資材を持ち、周囲が暗い中、駐車場を歩行して

いたところ、足元のロープに気付かず足を引っ掛け転倒した。 転倒の

際、地面に右肘と右腰部を強打した。 説明会後、痛みが増したので夜

間急病センターを受診し骨折と判明した。

40 80109 1～9

本社工場において、ドライ洗濯機の溶剤を補充している際に、床に設置

してあるドレン配管の保護モールに躓き、両手及び顔面から前のめりに



11
16～

17
転倒した。 顔面に切傷等があったため、皮膚科へ当日通院し、整形外

科へは様子を見てから、翌日通院することとした。 両腕の骨には異常

はなく、左手首を固定するギブスを装着された。

64 11703
100～

299

11
9～

10

厨房で鍋を冷蔵庫に持って行く途中、下に置いてある洗箱を誤って踏ん

だ為、鍋を持ったまま転んでしまった。
63 140201

10～

29

11
13～

14

通行止めで立哨していた際、幼稚園バスが来たので迂回案内をしようと

急ぎ足でカラーコーンの前に出ようとして、カラーコーンに躓き、転倒

した。 その際、肩から落ちた為、右肩を強打した。

54 170201
10～

29

11
21～

22

工場内のウレタン製品の製品接着エリアにて接着作業中に足元を這って

いた延長コードを踏んだところ、コードが床を滑ったため転倒した。

その際、作業台の角に右脇腹が当たった。 翌週、一日は出勤したが痛

みがあったため、二日間は休み、その後の二日間は出勤した。 痛みが

引かないため、後日に受診したところ、肋骨を骨折していた。

52 11709
100～

299

11 5～6
納品先ホームにて荷下ろし終了後、トラック荷台より飛び降りたとこ

ろ、左足首を痛めた。
51 40301

50～

99

11
22～

23

食品売場で、加工食品部の陳列応援が終了しバックルームへ戻る時、商

品を陳列した平台に足を引っ掛け転倒し、床に左足膝を強打した。
62 80201

300～

499

11
16～

17

店舗内において、移動中に店内のポールに頭部をぶつけそうになったた

め避けたところ身体のバランスを崩して転倒した際、床面に着いた左手

手首部を負傷した。

71 11703 1～9

11
14～

15

銀行ロビーにて、お客様のご案内に向かった際に、別のお客様の持って

いたカバンの紐に足を引っ掛けてしまい、転倒した。 両膝を強打し、

その後顔面を床に強打し、口の中も切れたものである。

51 90101
50～

99

11
16～

17

駅前リノベーション計画分譲マンションA棟新築工事で、スラブ張り作

業をしていたところ、スラブの精度を求める為地中梁鉄筋から2m単管

パイプでスラブの小口を合わせようとしていた。 鉄筋からパイプが外

れて勢いの余り転倒して、右手首を負傷した。

43 30201 ―



11
15～

16

製造作業中に、金具を左手に持った状態で歩行中、通路に置いてあった

プラパレットの上を歩き、降りる時にプラパレットが滑りバランスを崩

して転倒した。 転んだ際に金具を持っていた左手を床について金具が

手のひらに刺さった。

44 170101
100～

299

11
15～

16

工場内の食品ラインで、パレットから空の重箱をラインに乗せる作業中

に、休憩から戻った時に、重箱入りのパレットが溜まってしまっていた

ので作業を急いだ際に、重箱入りのパレットが通路に飛び出していたた

めに足を躓き転倒し、右膝挫傷・関節血腫及び背部挫傷となった。

49 170101
300～

499

11
15～

16

工場洋菓子製造2課冷凍ケーキラインにおいて、被災者が番重供給作業

中、トラブルが発生したためそこを直そうとその場に向かって歩いてい

たところ、途中に置いてあったパレットに躓き転倒し負傷した。

49 10104

1000

～

9999

11
16～

17

事業所内の食品仕分け作業場所の2階において、プラスチック製の箱を

手前に引き寄せた時に、下に敷いてあるパレットに躓いてバランスを崩

し階段の手すりに左腕をぶつけた際に骨折した。

61 80401
50～

99

11
10～

11

入浴介助時ストレッチャーからベッドへ移動の際、患者様が点滴をして

いたため2人で患者様を担ぎ上げ被災者が点滴を持ちベッド移動をして

いたところ、酸素のルートが足に絡み長靴を履いていたため酸素のルー

トが足に絡んでいるのに気付かず転んでしまい、右膝を骨折した。

49 130101
100～

299

11
10～

11

経管栄養のイリゲーター消毒用の大きなバケツにホースから水を入れて

いたところ、電話が鳴ったので急いで出ようとしてホースに足が引っ掛

かり勢いよく転倒し、左膝左手を打った。

64 130201
100～

299

11
15～

16

知的障害者の施設において所属部署の申し送りに参加する為、廊下を

走っていたところ上履きのつま先が引っ掛かって転倒してしまった。
60 130201

50～

99

11
15～

16

工場製品置場にて、仕分け作業をしている際に、リフトが近付いてきた

ので避けようとしたところ、近くにあったパレットに躓き転倒した。

転倒の際、左手首を地面についた。 手首の痺れを感じたので30分程様

子を見たが、痛みが強くなったので診察を受けたところ骨折が判明し

た。

73 11204
100～

299



11
19～

20

夜礼の為、第3工場出入口を出て、構内を徒歩で移動中、建物横に2段積

みされた木製パレットが置いてあったが、辺りが暗かった為に気が付か

ず、躓き転倒した。 両手から着地し、負傷した。

52 170101
50～

99

11 8～9

洗浄業務の受託先事業場内の社員食堂フロアにて、掃除機を使用して床

の清掃作業をしている際、掃除機のコードに足を引っ掛けてしまい転倒

した。 （痛みはあったものの大事に至ってないものと思い）すぐに作

業を中断し帰宅したが、帰宅後痛みが激しくなり同日病院で治療を受け

たところ、左大腿骨を骨折していた。

65 150101
30～

49

11 6～7
施設内の厨房を開錠するために階段を駆け上がったところ、ドア付近に

置かれていた食品パレットに躓き、転倒した。
68 130201

50～

99

11
18～

19

屋外にある洗浄用の水槽をスプレーガンを使用し清掃作業中、他の作業

者に協力を依頼されたため水槽そばを移動したことから水道ホースに躓

き転倒し、右膝を地面で強打した。

67 10103
100～

299

11
11～

12

当社倉庫敷地内にて、ミックスタイヤからスタッドレスタイヤへ交換作

業終了後、保管のためタイヤ積み上げ作業中に足元のプラスチック製パ

レットがずれ、積み上げようとしていたタイヤが落下した。 それを避

けようとした際に、左手をつき転倒し被災した。

54 40301
100～

299

11
12～

13

勤務先の営業部で机の上で仕事をしていて、来店対応の為、応接間に行

こうとして、左側に置いてあったカバンの紐に足を引っ掛けて、転倒

し、左膝の骨折、左肩骨折となったものである。

59 90103
10～

29

11
14～

15

冷凍庫内で作業中、商品を抱えパレットに移動している際に、抱えてい

る商品で前方が見えずパレットに足が引っ掛かり転倒した。
47 50101

50～

99

11
16～

17

伐採現場にて伐採作業中に、ワイヤーが右足に掛かり転倒し右足を骨折

した。
76 60201 1～9

11
11～

12

建設工業の自社資材置場で、材料の片付け作業中、材木をのせているう

まに躓き、地面に倒れた。 その際に地面に置いていた角材（4角・

2m）に身体の右側を強打して負傷した。 （段々と痛みが強くなったの
44 30209 1～9



で、夕方病院へ行った。）

12 14~15

当社は浴場業を営んでおり、当日は、レストラン厨房にて食洗機を使用

して食器を洗う作業を行っていた。 洗い物が終わり、調理台の方へ向

かう途中、通常テーブルに立て掛けている食洗機の空カゴが、その時た

またま倒れていて、それに気付かなかったため、カゴに躓いて転倒して

しまった。 転倒の際に咄嗟に手をついたところ、指がカゴの中に入っ

てしまい、手が不自然な格好のまま強い力が加わったため、右手を骨折

してしまった。

56 130301
50～

99

12 10~11

勤務先にて、店舗内清掃実施後、ゴミ回収袋と清掃用具を持って店舗後

方の集積所に向かう際、手にぶら下げていたモップ棒の糸に足を乗せて

しまい、はずみで転んでしまった。 その際に左足首を強打し、しばら

くして痛みが和らいだので業務を継続した。 翌日も勤務したが、終了

後に痛みを感じたので受診した。

64 150101
100～

299

12 0~1
雪見パトロール時に降雪状況の写真撮影のため、黒板を持っていた所、

黒板が風にあおられ、左足にあたり転倒した。
42 30199

30～

49

12 16~17

売場にて、銘店コーナーから通路に出ようとした際に、出口横に置かれ

ていた、清算済の空の買物カゴを積むセルフカゴキャリアに足を引っ掛

けてしまい転倒し、売り場床に後頭部を打ちつけた。

46 80209
50～

99

12 11~12 ボールを片付ける作業中に誤って転倒し、左ひざを強打した。 21 140309
30～

49

12 16~17

構内作業場に於いて、鮭フィレ製造の為の魚体洗い作業を終え、清掃作

業に入って、魚体洗い装置コンベアの解体洗浄中に、部品を跨いで移動

しようとした際に、着用していたゴム製エプロンが体に密着して動きを

妨げた結果、左前方に転倒し左ひざを強打し負傷した。

59 10102
30～

49

12 7~8

会社敷地内のテント倉庫の中で、家具の荷卸し終了後、靴を履きかえる

ときに畳のふちの段差でバランスを崩し転倒し、右足首をひねり、右足

のくるぶしを骨折した。

58 40301
50～

99



12 15~16

1階資材、自動倉庫前エリアで、対象となる資材（紙類）の入ったコン

テナを作業台車から両手で持ち上げ、自動倉庫に入庫に行く際、パレッ

トと作業台車の間を歩行中、足をパレットに引っ掛けてしまい、コンテ

ナを持ったまま転倒し、左腕を床面に強打した。

63 11709
500～

999

12 14~15

利用者の午後の娯楽でボール蹴りゲームを行い、椅子から立ち上がりな

がら右足でボールを蹴ろうとして、足が滑り尻餅と同時に右手を着いた

ことにより、右橈骨遠位端を骨折した。

62 130201
50～

99

12 14~15

売場で、携帯電話を使用しながらメモ用紙がある場所に移動した際、ハ

ンガーラックに躓き転倒し、床で打って顎を打撲し、左上腕骨頚部を骨

折した。

67 80201
300～

499

12 18~19

発送梱包作業をするエリア内で、2冊のアルバムを両手に持ち移動中、

スタンドタイプのホワイトボードの脚につまずき、抱えていたアルバム

で受け身が取れずに両膝から床に転倒し、左膝蓋骨を骨折した。

51 11709
50～

99

12 14~15
作業台横に設置しているエアホースに足を引っ掛けてしまい転倒し、骨

折した。
52 10805

50～

99

12 16~17

年末の挨拶とお歳暮とカレンダー配布のため、お客様企業を訪問した

際、お客様が不在だったので、お歳暮とカレンダーを置かせてもらう

為、事務所に向かって歩いていたところ、ホースに気付かず、ホースに

左足が引っかかり、バランスを崩して左側に転倒し、左肘と左腕を地面

に強打した（左肘脱臼骨折、左膝痛みあり）。

51 90103
500～

999

12 10~11
2階居室に清掃に入る際、掃除機のコードに足を引っかけ左側に転倒し

た。 左足（股関節）に痛みがあり、屈曲伸展ができなくなった。
59 130201

50～

99

12 13~14

売場でサッカー台（高さ70㎝）に上がりレジの時計を修正した際、サッ

カー台から着地したところ、左膝を脱臼して転倒した。 転倒した際に

頭をぶつけ、脳震盪を起こした。

43 80209
50～

99

12 19~20

トラックをホームに着庫し荷卸し作業をする為、運転席から下りた際、

地面に角材が落ちているのに気付かず、右足が角材の上に乗り、右足首 51 40301
10～

29



をひねり負傷した。

12 23~24

倉庫敷地内において積み込み作業中、後部におかれた左側パレットの上

から荷物を取ろうとしたところ、左足がパレットにあたり、コンテナ内

に転倒して左足首ねんざ及び左足小指から中指までを打撲した。

48 40301
30～

49

12 22~23
厨房内にて皿洗いの業務をしているとき、足場付近に立てかけてあった

鉄板に足をひっかけてしまい、そのまま転倒し、膝を強打した。
21 140201

30～

49

12 8~9
請負現場にて、本人が整理した書類を運搬中に、床にあるカゴに足をと

れられ、転倒し両手を床についた際、右手小指を骨折した。
63 170209

100～

299

12 7~8
開店作業中、ミニキャリーに載せて店外へマテハン類を運搬し、店内に

戻った際、マットに躓いて転倒し、左腕を骨折した。
56 80209

10～

29

12 6~7

宅配ホームでの仕分け作業中、2本並んでいる引き込みローラーの向こ

う側を仕分けるため、ローラーの上に乗って渡ろうとしたところ、足を

滑らせ転倒し、ローラーの縁に右足内側のくるぶしをぶつけてしまった

ものである。

65 50101
30～

49

12 15~16

住宅建設現場にて、歩行者を誘導案内するために適した場所へ移動しよ

うとしたところ、歩道と工事帯を区別するための資機材に足を取られ、

両手両膝をついた形で転倒した。

69 170201
50～

99

12 8~9
当社工場内にて、始業にあたり作業所に移動する時、コンプレッサーの

コードにつまずき転倒し、その際、左膝をついてしまい骨折した。
53 11305 1～9

12 15~16

勤務終了後、退社の際、急いでいたため従業員駐車場の敷地区切の黄黒

ロープ（高さ60㎝程）を跨いで入ろうとした時、足が引っ掛かり前方に

転倒した。 荷物を持っていたため肘から落ち骨折した。

61 80209
30～

49

12 9~10
ホールで、利用者に朝のお茶を提供しているとき、椅子に掛けていた利

用者の杖があることに気づかず足を引っ掛け、そのまま転倒した。
61 130201

10～

29

12 14~15
出社し更衣室で服を着替え、休憩室に立ち寄った。 勤務に入るため売

店へ向かう際、休憩室の椅子に躓き転倒し、負傷した。
55 140209

30～

49

倉庫内の商品エリアで、ピッキング作業のため箱（縦30㎝、横45㎝、



12 9~10 高さ18㎝）を持って歩行中、パレットに躓き転倒した。 その際、両

膝・両手・右胸を打撲し負傷した。

58 40301
30～

49

12 9~10

派遣先事業所の倉庫現場内にて、作業開始直前に倉庫内の床面に設置し

てあるパレットに足が引っ掛かり転倒した。 ピッキング作業用のプラ

スチック箱を片手で持ったまま転んだため、胸部と腕を打撲した。

58 170101
300～

499

12 12~13

当社第2工場内にて現場片付け中に、平型カッターボディを両手で2個

持った状態で、床で足を滑らせ転倒した。 その際に平型カッターボ

ディと床に左手小指を挟み、左手小指を負傷した。

45 10102
30～

49

12 16~17

派遣先である中央センター内にて、食品のピッキング作業に従事中、通

路を移動する際に、製品の袋を7袋（合計約2.5㎏）抱きかかえるように

持っていたため、足元が死角になり、棚から10㎝程はみ出していた段

ボール箱に躓いて転倒し、右膝を負傷した。

51 170101
100～

299

12 14~15

第一工場の大掃除中、受入場から塗料庫前の置き場へ社内用パレット

（約15㎏）を持ち上げて運搬していた。 その際、運搬経路の足元にパ

レットが置いてあったことに気づかず、躓いて転倒した。

44 11209
100～

299

12 15~16
惣菜バックヤードで商品を運搬中、清掃していた従業員の横を通った

際、清掃に使用していた水切りに足を引っ掛けて転倒した。
71 80209

100～

299

12 17~18

工場内において、業務終了後にエアーシャワー室から出たところ、床に

敷いてあるマットで滑り、転倒した。 その際、後頭部をかばおうと床

に手をついたところ、左手首を骨折した。

61 60101
50～

99

12 15~16

移動式シェルフにて運んできた大きめ3個のザルとボール（直径約50

㎝）を洗い場の奥に運ぼうとした際、躓いて転倒した。 通常は床に設

置しているマットが、大型洗浄機の修理のため、2つに折った状態で置

かれていて、持っていたボール等が死角になり、マットに気づかず転倒

した。 その際に前方へ倒れ、右足を強打した。

73 140101
300～

499

仕事が終わり更衣室に向かう途中、惣菜売場の前の通路が油っぽく滑り

易くなっていた。 その通路に黒いマットが敷いてあり、マットの上を



12 23~24
少し急ぎ足で歩いていたところ、マットごと右側に滑るように転倒し、

右足の甲を強打した。

44 80209 1～9

12 11~12

事業所建屋外の洗濯機置き場で手袋等の洗濯中、足元の散水用ホースの

たわみに足が引っかかり、前のめりに転倒した。 その際、咄嗟に右手

で体をかばったが、右手小指を強打し骨折した。

66 11403
50～

99

12 10~11

工場の用水処理場において、2名でスチームトラップ取り替え作業のた

め、ボルト（フランジ用）を緩めようとしたが緩まなかった。 そのた

め被災者が応援に入り、ソケットレンチの柄にパイプ（長さ1m）を差

し込み体重を掛けたところ、レンチの根元（ヒンジ箇所）で破断し、体

勢が崩れて右足首を捻って転倒した。

56 10109

1000

～

9999

12 14~15
客室清掃作業中に、ベッドに広げたシーツの折り込み部分が足に引っか

かり、空気清浄機に胸をぶつけて、転倒した。
66 150101

10～

29

12 14~15
連泊している客室のベッドメイク中に、ベッド足元の加湿器に気がつか

ず、足を引っかけて転倒した。
55 140101

30～

49

12 12~13

発生当日は事業所内の駐車場で誘導係として勤務していた。 勤務時間

が終わって交代するとき、駐車場内のロープに足を引っかけ転倒した。

退勤後に病院を受診したところ、左橈骨遠位端骨折との診断を受けた。

62 130201 ―

12 12~13

客先にて、日常清掃作業を行っていた。 左手に清掃用具の入ったカゴ

（縦横30～40㎝、重量1～2㎏）を持ち、トイレのチェックに向かうた

めに5階見学者用通路（カーペット敷）を歩いていた。 その際、靴を新

しくしたためか靴紐を上手く結べておらず、解けた靴紐に足をとられて

前向きに転倒し、右肩・右胸・左膝が地面と接触して負傷した。

58 170209
50～

99

12 7~8
電車と徒歩で通勤し、ロープを跨いで事業場の駐車場敷地内へ入ろうと

した際、誤って足を引っ掛けて転倒し、負傷した。
65 80302 1～9

梱包場所にて、パレットに積まれていた梱包前の商材をパレットごと動

かそうとした際、近くにあった空のパレットに差してあったハンドリフ

トを使おうとした。 ハンドリフトが抜けなかったため、他の作業者が 50～



12 16~17
代わりに抜こうと、被災者にパレットに乗って足で押えてもらっていた

とき、ハンドリフトを引いた反動でバランスを崩し転倒した。 その

際、右手を着いたことにより、今回の傷病に至った。

59 50101
99

12 16~17

作業現場にて、パレットに積まれていた梱包前の商材をパレットごと動

かそうとした際に、近くにあった空のパレットに差してあったハンドリ

フトを使おうとした。 抜けなかったために他の作業員が代わり抜こう

とし、本人にパレットの上に乗って押さえてもらっていたとき、ハンド

リフトを引いた反動でバランスを崩し、右手をついて転倒した。

59 170101
100～

299

12 9~10

アクティビティに使用している紫外線カット成分と肌ざわり成分を混ぜ

るための瓶を洗っていたところ、瓶が割れ、右手小指を受傷した。 出

血が多かったため受診し、3針縫合した。

16 140309

1000

～

9999

12 15~16

倉庫内において、鉄製チェーンと金具のパレット（縦1.1m×横1.1m×

高さ15㎝、荷物の高さ60㎝）を梱包作業中、移動しようとして歩き始

めたときに、パレットのそばにあった荷造り用のバンドに足を引っか

け、前のめりに転倒し、地面で右足膝頭を強打した。

75 80109 1～9

12 6~7
店舗出入口（風除室）にて商品搬入中、後ろから来たカーゴに足をとら

れ転倒し、膝を打ち骨折した。
60 80209

50～

99

12 10~11

出張先の集荷場にて、作業場から一旦外に出て、作業場とパレット置き

場の間を通ってトイレに向かう途中、置いてあるパレットに躓き、バラ

ンスを崩して転倒した。 地面に手をつく際、パレット表面の穴に指が

入ったため、左手薬指が曲がって伸びきらなくなり、 左手薬指の腱が

断裂した。

60 170209
10～

29

12 7~8

当事者は、客先店舗の日常清掃に従事し、通常業務で出勤し、作業を開

始した。 従業員トイレの清掃を始めようと、右手に清掃道具を持ち、

靴を履き替えようとしたところ、バランスを崩し転倒し、左腰を強打し

た。 勤務が終了し、帰宅途中に激しい痛みが出た。

75 150101
300～

499



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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